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今日の流れはじめに

研修の概要

計画１ 幼児教育からの学び

計画２ 感情教育からの学び

計画３ 「１年生サポートナビ」の提案

今後に向けて
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研修の概要
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感情のコントロールが難
しい児童

研修の概要 4

周りの児童

関わる大人

1年生

臨時休校明けの児童

気持ちや状況
をうまく伝えら
れない。

気持ちを理解
してもらうのが
難しい。

感情を「視覚化」
することで、お互い
を理解できる。

気持ちを「出す」、
「受け止める」
ことがしやすい。

安心感

背景

気持ちを出すこと
も制限されていた
可能性。



目的

目的と計画 5

一次的
支援

二次的
支援

三次的
支援

個別支援に併せて、学級全体に支援を行うこ
とで、特別な支援を必要とする子どもや他の
子どもの行動が改善される。
（森・岡村，２０１８；大久保ら，２０１１a；佐囲東・加藤，２０１３）

1年生にとって安心感につながれば、全児童・全職員の安心感
につながるのではないか。

「１年生サポートナビ」
1年生が、安心して気持ちを出せるような
入学時の環境づくりや活動の展開例を提
案する。

1年生が安心して学校生活をスタートできるように、幼児期からの
つながりを意識した一次的支援の充実に必要な視点を明らかにする。

研修の概要
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一次的支援を充実
させるため、幼児教
育から学ぶ。

計
画
１

感情の発達や視覚
化の手立てを、感情
教育から学ぶ。

計
画
２

「気持ちを出す」「気
持ちを受け止める」を
しやすい環境づくりを
したい。

背
景

感情を「視覚化」する
ことで、お互いを理解
できるようにしたい。

背
景

計
画
３
（
ゴ
ー
ル
）

1年生が、安心
して気持ちを出
せるような入学
時の環境づくり
や活動の展開
例を提案する。

冊子「１年生サ
ポートナビ」

目的
1年生が安心して学校生活をスタートできるように、幼児期からの
つながりを意識した一次的支援の充実に必要な視点を明らかにする。

目的と計画研修の概要
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１年生サポートナビ 

～子ども達のために環境を整えよう～ 

「子どもの立場に立った」環境づくりや大人の関わりで、１年生が安心して過ごせ

るように、みんなでサポートしませんか。 

1 年生にとって安心感につながれば、全児童・全職員の安心感につながるのではな

いかでしょうか。 

学級全体に行う支援を一次的支援と言います。『子どもの立場に立った』一次的支援

を充実させることで、特別な支援を必要とする子どもも、どの子どもも安心できる学

級づくりを目指しましょう。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 物的環境のポイント 

 

イントロダクション：環境を整えるためのポイント～子どもをイメージしよう～ 

③ 子どもは 1 人１人違います。子ども達１人１人が「これならできる！」と選べたり、見

通しが持てたり、「次はやってみようかな。」と思えるような全体への支援が一次的支援で

す。一次的支援のスタートは、支援の前に子ども１人 1 人を思い浮かべること、支援をして

いる時に１人１人の様子を見取ることを、支援後１人１人の様子を振り返ることではないで

しょうか。 

② こんなことになっているのかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

○　週案を作成する際に意識するポイント

楽しい気持ちで1日がスタートする工夫

安心して楽しく過ごせるように、一定期間は同じ学習内容を繰り返す連続性と少

しずつ内容が高まっていく発展性を意識する

児童の思いや願いの実現に向けた主体的な学習がつながるような計画

ゆったりとした時間の中で進めていけるように2時間続きなどの学習活動を位置

づける

学習に対する期待感を生かし、教科等の時間を位置づける

10分から15分の短い時間を活用、具体的な活動を伴う学習活動

午後は具体的な活動を伴う学習活動

1日の終わりには、明日への期待感を高める活動を設定する

※参考：「発達や学びをつなぐスタートカリキュラム」文部科学省　国立教育政策研究所教育課程研究センター編著p.20

1日の流れ

主体的な学習

教科学習

午後の活動

・子どもが自分で見てできるための視覚

支援 

・子どものペースに合わせた時間配分 

・子どもが自分で気持ちを切り替えられ

るような構造化された教室 

・子どもが気持ちを出したり、受け止め

てもらえたりするような大人の関わり 

 

④ 一次的支援の手立てを以下にまとめま

した。 

 

１つのことにじっくり取り

組む。 

不安が大きいけれど、様

子がわかると取り組め

る。 

色々なことが気になって、

ちょこちょこ色々試してみ

る。 

スタートダッシュするよ。

全力投球！ 

他のことに気づいていな

いかも・・・。 

今日は見てるけど、明日

はやってみようと思って

いるかも・・・。 

次は１つのことをじっくり

やりたいと思っているか

も・・・。 

がんばりすぎて息切れし

ちゃうかも・・・。周りが見

えていないかも・・・。 

① いろいろなタイプの子どもがいます。下のタイプ以外にも様々です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）安心して自己を発揮できる環境 

① 見通しをもって生活できるようにする 

ａ 1 日の時間の流れ   ｂ 朝の支度の手順       ｃ 当番などの役割表示 

② 生活上のきまり等を視覚的に理解できるようにする 

ａ 引き出しの中の整理整頓   

 

 

 

 

 

ｂ トイレ前の靴の揃え方 ｃ 目の高さの掲示 

③ 自分で選択して活動できるようにする 

ａ 教室内の遊びコーナーの設置  ｂ 遊んでよい場所の掲示 ｃ クールダウンの場を用意 

どの子もがんばりたいと思っています。その手助けになる用意をしましょう。不安な子や周りの様

子に気づいてない子には、声をかけ、一緒に見ながら確認すると、安心につながります。 

４月スタートは、子どもも大人も、自分で気づ

かずにがんばりすぎていることもあります。予

定をしていたけど、「みんなが、がんばっている

から、ご褒美の休憩！」と言って、意図的に休

憩時間を作ることがあってもよいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 主体的に学びに向かうことができる環境 

① 学習形態を工夫し、協働的に学べるようにする 

ａ 机を寄せ合い、隣の友達と相談 ｂ グループで集まり活動 ｃ 床を使って、興味関心が同じ友達

と試行錯誤 

② 学習に集中できるようにする 

ａ すっきり整理された教室全面   

 

 

 

 

 

 

ｂ 子どもが活用しやすい黒板前 ｃ 視覚に訴える板書の工夫 

③ 学習のきっかけが生まれるようにする 

ａ 学習に活用できる資料の常設                ｂ 学びの足跡の掲示  

          

支援員さんに聞いてみよう！！ 

支援員さんは、担任が気づかない子どもの様子にたくさん気づいています。 

どんなタイプの学びをしているのか、どんなことに困っているのか、情報交換する時間を設けて

みましょう。 

子ども達は、「新しくすること」には興味津々です。 

やり方を伝える時には、担任と支援員さんとでロールプレイのようにやってみたり、パペットで失

敗して見せ、困ったときにはどうすればよいかをやってみせるなど、「これならできそう！」と事前

にイメージを持たせます。 

「いつまでやっていいのか」「終わったら何をするのか」を具体的に黒板に示しておきます。 

どのタイプの子どもも！！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）安心を生み、成長・自立を支える人的な環境 

① 教職員 

ａ 児童と一緒に活動を楽しむ   

ｂ 児童の様子を温かく見守る  

ｃ 児童の目線で話を聞く 

ｄ 笑顔で児童を迎える  

ｅ 全教職員が 1 年生に関わる 

② 他学年の児童 

ａ 上級生と集団登校                

ｂ 6 年生と遊ぶ         ｃ 2 年生にダンスを教えてもらう 

 

 

 

ｄ 縦割り班顔合わせ→縦割り班遊び 

③ 家庭や地域の人々 

ａ 地域見守り隊   

ｂ 駐在所と一緒に防犯教室、交通安全教室 

ｃ ストーリーテリングや読み語り  

ｄ 家庭や地域との連携を図るための情報発信 

学校探検で栄養教諭に質問をする児童 校長先生にサインをもらう児童 

子どもに合わせる！ 

「その子の意欲が高まるように、その子の不安が少なくなるように、その子に合わせる」 

この視点を忘れずにいたいですね。 

上級生との関わりが安心感や

あこがれにつながるといいです

ね。 

児童会担当や、他の学年の担任

とも情報交換すると、新たな発見

があるかもしれません。 

【大事な姿勢】 

○共に考える ○励ます 

○共に喜ぶ ○成長を期待して見守る 

上学年の立場に立って、

「1年生のために」「学校

のために」「役に立ちた

い」という気持ちを実現で

きる場にできるよう、担任

間で具体的な場や方法な

ど打ち合わせるといいで

すね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各担任が新年度に大事にしていること 

① 負荷をかけすぎない。 

② 小さなことでも全員が「できた」を体感する。 

③ 小さなトラブルでも全員で確認し、全員の学びにする。 

「次から、どうすればよいか」を子ども達と一緒に考える。 

④「今日も楽しかった」と家に帰って話題になるような学級づく

り。 

（４）1 日の学校生活の実際 

時刻 学校全体の動き １年生の動き

8:10 朝の活動 自分の席で過ごす

8:25 朝の会 朝の準備

8:35 １時間目 朝の会

9:30 ２時間目 教科学習

10:15 業間休み

生活科を核にした主体的な学習

10:35 3時間目

11:30 ４時間目 給食の準備

12:15 給食準備 給食

給食

12:50 昼休み 片付け

歯磨き

13:25 掃除 教室の掃除

帰る準備

13:50 5時間目

１日の振り返り

14:35 帰りの会 明日への期待感を高める活動

14:45 下校

入学式の翌日に１日の準備の仕方と、終わったら、何をし

て待つかを教えます。できたことをたくさんほめて、やる気

につなげましょう。 

朝の会で、「担任がわざと間違える」など子どもの興味を

引くようにしながら、準備の仕方が合っていたかどうかの

確認をします。 

国語や算数は、パターン化して同じ流

れでします。 

教えたことは毎日繰り返すことで、「や

ることがわかる！」となり、「挑戦でき

る！」という意欲を高めます。 

その日の子どもの様子に合わせて、時

間を調整します。 

「できるようになったこと」を全員で

喜び合う。明日の予定を伝える。 

「保育所との違い」をプラスにとらえさせる言葉がけ、「保

育所と同じ」をやる気につなげる言葉がけを意識しましょ

う。 

毎日少しずつ使い方を教える場所を増やします。「今日はど

こかな？」という子どものわくわく感を引き出しましょう。休

み時間に行ってもよい場所も少しずつ増やしていきましょ

う。 

〈掃除について〉 

【１週目】給食の片づけや歯磨き、帰る

準備など、自分でできるようになる時間

にする。 

【２週目】「おそうじのプロになろう」の時

間 

【３週目】縦割り班掃除にデビューする。 

隙間時間絵本の読み聞かせ 

 午後は、ゆとりの時間。一人一人疲労

度が違います。１つ１つにかかる時間も

違います。せかさず、自分のペースでで

きるよう視覚支援を充実させます。 

いろんなタイプの子がいて当たり

前。あせらず長い目で！！今日は先生

と一緒にやってても、自信をもって、

１人でできる日がきます♪ 

今日１日、子ども達全員に声をかけられたでしょうか。一人一人を具体的に褒めることができたでしょうか。明日も、で

きたことに喜び、驚き、褒めて褒めて褒めましょう！！ 

 

 

 

【ねらい】「自分の気持ちに気づく」「自分の気持ちを出す」ことの良さに気づく。 

 

  

 

 

 学習の内容 指導上の留意点 

導

入 

（１）アイスブレーキング  

〇どっちが好きゲーム 

・海と山などどちらが好きかを答える活動をす

る。  

・楽しい雰囲気で行う。 

・善し悪しではなく、伝えられる、声に出せることがい

いということを体験的に実感させる。 

・大きな声が苦手な児童がいる場合は、みんなから離れ

たところで、参加してもよいことを伝える。 

展
開 

（２）絵本「カラーモンスター」(永岡書店)の

読み聞かせ 

絵本の読み聞かせを聞き、気持ちにはいくつ

か種類があることを知る。 

〇絵本を読む目的を知らせる。 

〇「カラーモンスター」の読み聞かせ 

〇色から想起される気持ちを問う。 

〇自分の気持ちを色で表せることを伝える。 

 

・「カラーモンスター」に出てくる５つの気持ちと色 

 嬉しい＝黄色 

 悲しい＝青色 

 怒り＝赤 

 不安＝黒 

 穏やか＝緑 

・絵本が見やすい場所に座るように伝える。 

・絵本の場面をコピーした物を掲示し、想起しやすくす

る。 

・色を塗りたくない場合は、無理強いせず、友だちの活

動を見ておくよう促す。 

・絵本の色にはない気持ちの場合は、気持ちにぴったり

な色を塗るように伝える。 

 

ま
と
め 

（３）振り返り・まとめ 

〇毎朝の健康観察のように、自分の気持ちの健

康観察をしてほしいことを伝える。気持ちを色

で表す方法を伝える 

・集中が途切れて、動き出す児童がいたら、もう少しで

終わることや、動いても大丈夫だから、聞いてほしいこ

とを伝える。 

 

【
毎
朝
の
心
の
健
康
観
察
】 

 

○「今の気持ちは何色？」と題して、ワークシ

ートに今の気持ちに合う色を塗る活動を行う。 

○担任との共通理解 

【ねらい】児童にとって、気持ちを表現すると、

いいなと感じられるようにする。自由に気持ち

を出していいのだと感じられるようにする。 

【NG 対応】無理強いをする。表した感情を否

定する。無視する。 

 

 

（５）カラーモンスターで気持ちを表そう（4 月 1 週目で実施） 

色覚障がいの児童がいる場合は、

色で尋ねるのではなく、各感情の

モンスターにネーミングして尋

ねていくとよい。 

うれしい 

かなしい いかり 

ふあん おだやか 

しあわせ 

色と表情と言葉を

マッチングさせた

カードにする。 

実態に応じて、掲示したり、

箱に入れるようにする。対

応の仕方は次のページ。 

 

 

 

 子どもの困り感ばかりに目がいってしまわないように、ハビットトラッカー（習慣化のためのチェックリスト）

を作成しました。これは、子どもをよくするためではなく、教師自身が変わるためのツールです。 

 

 

 

 

 

 １人１人の強みを見つけて、子どもや保護者、教職員、地域の人に伝えられるといいですよね。その子の自身

にもなるのはもちろん、子どもを支える大人のまなざしや関わりもかわってくると思います。 

【使い方】 

 １日の終わりに、数分間、子ども 1 人１人との関わ

りを思い出してみましょう。 

 思い出せたら、トラッカーに○をします。思い出せ

ない場合は、努力はしたので、／を記入します。／が

多い子どもは自分が普段あまり関わっていない子ども

かも知れません。意識的に関わっていくことができま

す。 

もし、具体的なエピソードを書く余裕があれば、日

付とエピソードを記入しておきます。例に挙げている

ような姿があった場合は、その欄に日付や短い単語を

記しておくとよいですよ。 

 

【続けるためのポイント】 

 １人１枚を１年間通して使います。 

 年間を見通して、４月に全員分印刷し、ファイルにしておくのがおすすめです。 

 毎日振り返る時間をスマホなどのリマインド機能で設定しておくと忘れずにできます。 

 最初はしんどいですが、やっていくうちに慣れてきます。 

 

【続けるメリット】 

 教育相談で、子どもに伝えられる！ 

 個人懇談で、保護者に伝えられる！ 

 地域の方との打合せで伝えられる！ 

 所見や要録に使える！ 

 そして何より、自分自身の子どもを見る眼差しが変わります！ 

 そして、子どもへの声のかけ方が変わります！ 

  

【輪を広げてみましょう】 

 １年生以外の学年でも使えます。 

 他の先生達と一緒に励まし合いながら取り組むのもいいですね。 

（６）子どもの強みを見つけよう～温かい関わりができる教師を目指すハビットトラッカー～  

 

 

（イントロダクション）
～子どもを知ろう～環境を整えるためのポイント～

（１）安心して自己を発揮できる環境
（２）主体的に学びに向かうことができる環境
（３）安心を生み、成長・自立を支える人的な環境
（４）子どもの立場に立った1日の流れ
（５）カラーモンスターで気持ちを表そう
（６）子どもの強みを見つけよう

研修のゴール「１年生サポートナビ」研修の概要



計画１ 幼児教育からの学び
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目的と計画 9計画１ 幼児教育

一次的支援を充実
させるため、幼児教
育から学ぶ。

計
画
１

感情の発達や視覚
化の手立てを、感情
教育から学ぶ。

計
画
２

「気持ちを出す」「気
持ちを受け止める」を
しやすい環境づくりを
したい。

背
景

感情を「視覚化」する
ことで、お互いを理解
できるようにしたい。

背
景

計
画
３
（
ゴ
ー
ル
）

1年生が、安心
して気持ちを出
せるような入学
時の環境づくり
や活動の展開
例を提案する。

冊子「１年生サ
ポートナビ」

目的
1年生が安心して学校生活をスタートできるように、幼児期からの
つながりを意識した一次的支援の充実に必要な視点を明らかにする。



島根県幼児教育センター オンデマンド研修動画より

幼児教育
小学校教育

接続期
５歳児～1年生

子どもの立場に立って、その連続
性や一貫性を保つことが必要。

・保育者・教職員の関わり
・環境づくり
「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）」
文部科学省 令和4年3月31日

計画１ 幼児教育 10

協力校の校区にある２つの保育所を訪問し、保育士の関わりや環境づくり
に ついて調査する。

入学への期待感と不安感

子どもの立場

接続期の子ども



計画１ 幼児教育 11

やってみたい！ 人の役に立ちたい！
「できた」を実感できる。

子どもの立場

役割をつくる幼児が自分で確認できる、自分で選べる、自分でできる環
境をつくる

保育所における環境づくりの工夫



12
子どもの立場

なんだか、もやもやする。
悲しい、悔しい、残念、うれしい、楽しみな気持ち。
どんな気持ちも伝えられる。

気持ちを色で表す10秒チャージ

保育所における気持ちを大事にする関わり計画１ 幼児教育



一人一人が願いや思
いを実現できるような
環境づくりの工夫や
声かけ、 接し方

自分でやってみたい。
だけど、1人ではわからない
こともある。
そんな時は、助けてもらえると、

がんばれる。

子どもの立場に立って、その連続性や一貫性を保つことが必要。

子どもの思い

連続性や一貫性を保つために、小学校の職員と共有し、一次的支援を
より 充実したものにする。

これでよいのだろうか。
小学校はどう考えて
いるのだろうか。

保育士の思い

13計画１のまとめ計画１ 幼児教育
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１年生サポートナビ 

～子ども達のために環境を整えよう～ 

「子どもの立場に立った」環境づくりや大人の関わりで、１年生が安心して過ごせ

るように、みんなでサポートしませんか。 

1 年生にとって安心感につながれば、全児童・全職員の安心感につながるのではな

いかでしょうか。 

学級全体に行う支援を一次的支援と言います。『子どもの立場に立った』一次的支援

を充実させることで、特別な支援を必要とする子どもも、どの子どもも安心できる学

級づくりを目指しましょう。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 物的環境のポイント 

 

イントロダクション：環境を整えるためのポイント～子どもをイメージしよう～ 

③ 子どもは 1 人１人違います。子ども達１人１人が「これならできる！」と選べたり、見

通しが持てたり、「次はやってみようかな。」と思えるような全体への支援が一次的支援で

す。一次的支援のスタートは、支援の前に子ども１人 1 人を思い浮かべること、支援をして

いる時に１人１人の様子を見取ることを、支援後１人１人の様子を振り返ることではないで

しょうか。 

② こんなことになっているのかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

○　週案を作成する際に意識するポイント

楽しい気持ちで1日がスタートする工夫

安心して楽しく過ごせるように、一定期間は同じ学習内容を繰り返す連続性と少

しずつ内容が高まっていく発展性を意識する

児童の思いや願いの実現に向けた主体的な学習がつながるような計画

ゆったりとした時間の中で進めていけるように2時間続きなどの学習活動を位置

づける

学習に対する期待感を生かし、教科等の時間を位置づける

10分から15分の短い時間を活用、具体的な活動を伴う学習活動

午後は具体的な活動を伴う学習活動

1日の終わりには、明日への期待感を高める活動を設定する

※参考：「発達や学びをつなぐスタートカリキュラム」文部科学省　国立教育政策研究所教育課程研究センター編著p.20

1日の流れ

主体的な学習

教科学習

午後の活動

・子どもが自分で見てできるための視覚

支援 

・子どものペースに合わせた時間配分 

・子どもが自分で気持ちを切り替えられ

るような構造化された教室 

・子どもが気持ちを出したり、受け止め

てもらえたりするような大人の関わり 

 

④ 一次的支援の手立てを以下にまとめま

した。 

 

１つのことにじっくり取り

組む。 

不安が大きいけれど、様

子がわかると取り組め

る。 

色々なことが気になって、

ちょこちょこ色々試してみ

る。 

スタートダッシュするよ。

全力投球！ 

他のことに気づいていな

いかも・・・。 

今日は見てるけど、明日

はやってみようと思って

いるかも・・・。 

次は１つのことをじっくり

やりたいと思っているか

も・・・。 

がんばりすぎて息切れし

ちゃうかも・・・。周りが見

えていないかも・・・。 

① いろいろなタイプの子どもがいます。下のタイプ以外にも様々です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）安心して自己を発揮できる環境 

① 見通しをもって生活できるようにする 

ａ 1 日の時間の流れ   ｂ 朝の支度の手順       ｃ 当番などの役割表示 

② 生活上のきまり等を視覚的に理解できるようにする 

ａ 引き出しの中の整理整頓   

 

 

 

 

 

ｂ トイレ前の靴の揃え方 ｃ 目の高さの掲示 

③ 自分で選択して活動できるようにする 

ａ 教室内の遊びコーナーの設置  ｂ 遊んでよい場所の掲示 ｃ クールダウンの場を用意 

どの子もがんばりたいと思っています。その手助けになる用意をしましょう。不安な子や周りの様

子に気づいてない子には、声をかけ、一緒に見ながら確認すると、安心につながります。 

４月スタートは、子どもも大人も、自分で気づ

かずにがんばりすぎていることもあります。予

定をしていたけど、「みんなが、がんばっている

から、ご褒美の休憩！」と言って、意図的に休

憩時間を作ることがあってもよいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 主体的に学びに向かうことができる環境 

① 学習形態を工夫し、協働的に学べるようにする 

ａ 机を寄せ合い、隣の友達と相談 ｂ グループで集まり活動 ｃ 床を使って、興味関心が同じ友達

と試行錯誤 

② 学習に集中できるようにする 

ａ すっきり整理された教室全面   

 

 

 

 

 

 

ｂ 子どもが活用しやすい黒板前 ｃ 視覚に訴える板書の工夫 

③ 学習のきっかけが生まれるようにする 

ａ 学習に活用できる資料の常設                ｂ 学びの足跡の掲示  

          

支援員さんに聞いてみよう！！ 

支援員さんは、担任が気づかない子どもの様子にたくさん気づいています。 

どんなタイプの学びをしているのか、どんなことに困っているのか、情報交換する時間を設けて

みましょう。 

子ども達は、「新しくすること」には興味津々です。 

やり方を伝える時には、担任と支援員さんとでロールプレイのようにやってみたり、パペットで失

敗して見せ、困ったときにはどうすればよいかをやってみせるなど、「これならできそう！」と事前

にイメージを持たせます。 

「いつまでやっていいのか」「終わったら何をするのか」を具体的に黒板に示しておきます。 

どのタイプの子どもも！！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）安心を生み、成長・自立を支える人的な環境 

① 教職員 

ａ 児童と一緒に活動を楽しむ   

ｂ 児童の様子を温かく見守る  

ｃ 児童の目線で話を聞く 

ｄ 笑顔で児童を迎える  

ｅ 全教職員が 1 年生に関わる 

② 他学年の児童 

ａ 上級生と集団登校                

ｂ 6 年生と遊ぶ         ｃ 2 年生にダンスを教えてもらう 

 

 

 

ｄ 縦割り班顔合わせ→縦割り班遊び 

③ 家庭や地域の人々 

ａ 地域見守り隊   

ｂ 駐在所と一緒に防犯教室、交通安全教室 

ｃ ストーリーテリングや読み語り  

ｄ 家庭や地域との連携を図るための情報発信 

学校探検で栄養教諭に質問をする児童 校長先生にサインをもらう児童 

子どもに合わせる！ 

「その子の意欲が高まるように、その子の不安が少なくなるように、その子に合わせる」 

この視点を忘れずにいたいですね。 

上級生との関わりが安心感や

あこがれにつながるといいです

ね。 

児童会担当や、他の学年の担任

とも情報交換すると、新たな発見

があるかもしれません。 

【大事な姿勢】 

○共に考える ○励ます 

○共に喜ぶ ○成長を期待して見守る 

上学年の立場に立って、

「1年生のために」「学校

のために」「役に立ちた

い」という気持ちを実現で

きる場にできるよう、担任

間で具体的な場や方法な

ど打ち合わせるといいで

すね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各担任が新年度に大事にしていること 

① 負荷をかけすぎない。 

② 小さなことでも全員が「できた」を体感する。 

③ 小さなトラブルでも全員で確認し、全員の学びにする。 

「次から、どうすればよいか」を子ども達と一緒に考える。 

④「今日も楽しかった」と家に帰って話題になるような学級づく

り。 

（４）1 日の学校生活の実際 

時刻 学校全体の動き １年生の動き

8:10 朝の活動 自分の席で過ごす

8:25 朝の会 朝の準備

8:35 １時間目 朝の会

9:30 ２時間目 教科学習

10:15 業間休み

生活科を核にした主体的な学習

10:35 3時間目

11:30 ４時間目 給食の準備

12:15 給食準備 給食

給食

12:50 昼休み 片付け

歯磨き

13:25 掃除 教室の掃除

帰る準備

13:50 5時間目

１日の振り返り

14:35 帰りの会 明日への期待感を高める活動

14:45 下校

入学式の翌日に１日の準備の仕方と、終わったら、何をし

て待つかを教えます。できたことをたくさんほめて、やる気

につなげましょう。 

朝の会で、「担任がわざと間違える」など子どもの興味を

引くようにしながら、準備の仕方が合っていたかどうかの

確認をします。 

国語や算数は、パターン化して同じ流

れでします。 

教えたことは毎日繰り返すことで、「や

ることがわかる！」となり、「挑戦でき

る！」という意欲を高めます。 

その日の子どもの様子に合わせて、時

間を調整します。 

「できるようになったこと」を全員で

喜び合う。明日の予定を伝える。 

「保育所との違い」をプラスにとらえさせる言葉がけ、「保

育所と同じ」をやる気につなげる言葉がけを意識しましょ

う。 

毎日少しずつ使い方を教える場所を増やします。「今日はど

こかな？」という子どものわくわく感を引き出しましょう。休

み時間に行ってもよい場所も少しずつ増やしていきましょ

う。 

〈掃除について〉 

【１週目】給食の片づけや歯磨き、帰る

準備など、自分でできるようになる時間

にする。 

【２週目】「おそうじのプロになろう」の時

間 

【３週目】縦割り班掃除にデビューする。 

隙間時間絵本の読み聞かせ 

 午後は、ゆとりの時間。一人一人疲労

度が違います。１つ１つにかかる時間も

違います。せかさず、自分のペースでで

きるよう視覚支援を充実させます。 

いろんなタイプの子がいて当たり

前。あせらず長い目で！！今日は先生

と一緒にやってても、自信をもって、

１人でできる日がきます♪ 

今日１日、子ども達全員に声をかけられたでしょうか。一人一人を具体的に褒めることができたでしょうか。明日も、で

きたことに喜び、驚き、褒めて褒めて褒めましょう！！ 

 

 

 

【ねらい】「自分の気持ちに気づく」「自分の気持ちを出す」ことの良さに気づく。 

 

  

 

 

 学習の内容 指導上の留意点 

導

入 

（１）アイスブレーキング  

〇どっちが好きゲーム 

・海と山などどちらが好きかを答える活動をす

る。  

・楽しい雰囲気で行う。 

・善し悪しではなく、伝えられる、声に出せることがい

いということを体験的に実感させる。 

・大きな声が苦手な児童がいる場合は、みんなから離れ

たところで、参加してもよいことを伝える。 

展
開 

（２）絵本「カラーモンスター」(永岡書店)の

読み聞かせ 

絵本の読み聞かせを聞き、気持ちにはいくつ

か種類があることを知る。 

〇絵本を読む目的を知らせる。 

〇「カラーモンスター」の読み聞かせ 

〇色から想起される気持ちを問う。 

〇自分の気持ちを色で表せることを伝える。 

 

・「カラーモンスター」に出てくる５つの気持ちと色 

 嬉しい＝黄色 

 悲しい＝青色 

 怒り＝赤 

 不安＝黒 

 穏やか＝緑 

・絵本が見やすい場所に座るように伝える。 

・絵本の場面をコピーした物を掲示し、想起しやすくす

る。 

・色を塗りたくない場合は、無理強いせず、友だちの活

動を見ておくよう促す。 

・絵本の色にはない気持ちの場合は、気持ちにぴったり

な色を塗るように伝える。 

 

ま
と
め 

（３）振り返り・まとめ 

〇毎朝の健康観察のように、自分の気持ちの健

康観察をしてほしいことを伝える。気持ちを色

で表す方法を伝える 

・集中が途切れて、動き出す児童がいたら、もう少しで

終わることや、動いても大丈夫だから、聞いてほしいこ

とを伝える。 

 

【
毎
朝
の
心
の
健
康
観
察
】 

 

○「今の気持ちは何色？」と題して、ワークシ

ートに今の気持ちに合う色を塗る活動を行う。 

○担任との共通理解 

【ねらい】児童にとって、気持ちを表現すると、

いいなと感じられるようにする。自由に気持ち

を出していいのだと感じられるようにする。 

【NG 対応】無理強いをする。表した感情を否

定する。無視する。 

 

 

（５）カラーモンスターで気持ちを表そう（4 月 1 週目で実施） 

色覚障がいの児童がいる場合は、

色で尋ねるのではなく、各感情の

モンスターにネーミングして尋

ねていくとよい。 

うれしい 

かなしい いかり 

ふあん おだやか 

しあわせ 

色と表情と言葉を

マッチングさせた

カードにする。 

実態に応じて、掲示したり、

箱に入れるようにする。対

応の仕方は次のページ。 

 

 

 

 子どもの困り感ばかりに目がいってしまわないように、ハビットトラッカー（習慣化のためのチェックリスト）

を作成しました。これは、子どもをよくするためではなく、教師自身が変わるためのツールです。 

 

 

 

 

 

 １人１人の強みを見つけて、子どもや保護者、教職員、地域の人に伝えられるといいですよね。その子の自身

にもなるのはもちろん、子どもを支える大人のまなざしや関わりもかわってくると思います。 

【使い方】 

 １日の終わりに、数分間、子ども 1 人１人との関わ

りを思い出してみましょう。 

 思い出せたら、トラッカーに○をします。思い出せ

ない場合は、努力はしたので、／を記入します。／が

多い子どもは自分が普段あまり関わっていない子ども

かも知れません。意識的に関わっていくことができま

す。 

もし、具体的なエピソードを書く余裕があれば、日

付とエピソードを記入しておきます。例に挙げている

ような姿があった場合は、その欄に日付や短い単語を

記しておくとよいですよ。 

 

【続けるためのポイント】 

 １人１枚を１年間通して使います。 

 年間を見通して、４月に全員分印刷し、ファイルにしておくのがおすすめです。 

 毎日振り返る時間をスマホなどのリマインド機能で設定しておくと忘れずにできます。 

 最初はしんどいですが、やっていくうちに慣れてきます。 

 

【続けるメリット】 

 教育相談で、子どもに伝えられる！ 

 個人懇談で、保護者に伝えられる！ 

 地域の方との打合せで伝えられる！ 

 所見や要録に使える！ 

 そして何より、自分自身の子どもを見る眼差しが変わります！ 

 そして、子どもへの声のかけ方が変わります！ 

  

【輪を広げてみましょう】 

 １年生以外の学年でも使えます。 

 他の先生達と一緒に励まし合いながら取り組むのもいいですね。 

（６）子どもの強みを見つけよう～温かい関わりができる教師を目指すハビットトラッカー～  

 

 

計画３に生かす「１年生サポートナビ」へ計画１ 幼児教育

（イントロダクション）
～子どもを知ろう～環境を整えるためのポイント～

（１）安心して自己を発揮できる環境
（２）主体的に学びに向かうことができる環境
（３）安心を生み、成長・自立を支える人的な環境
（４）子どもの立場に立った1日の流れ
（５）カラーモンスターで気持ちを表そう
（６）子どもの強みを見つけよう
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○ 物的環境のポイント 

 

イントロダクション：環境を整えるためのポイント～子どもをイメージしよう～ 

③ 子どもは 1 人１人違います。子ども達１人１人が「これならできる！」と選べたり、見

通しが持てたり、「次はやってみようかな。」と思えるような全体への支援が一次的支援で

す。一次的支援のスタートは、支援の前に子ども１人 1 人を思い浮かべること、支援をして

いる時に１人１人の様子を見取ることを、支援後１人１人の様子を振り返ることではないで

しょうか。 

② こんなことになっているのかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

○　週案を作成する際に意識するポイント

楽しい気持ちで1日がスタートする工夫

安心して楽しく過ごせるように、一定期間は同じ学習内容を繰り返す連続性と少

しずつ内容が高まっていく発展性を意識する

児童の思いや願いの実現に向けた主体的な学習がつながるような計画

ゆったりとした時間の中で進めていけるように2時間続きなどの学習活動を位置

づける

学習に対する期待感を生かし、教科等の時間を位置づける

10分から15分の短い時間を活用、具体的な活動を伴う学習活動

午後は具体的な活動を伴う学習活動

1日の終わりには、明日への期待感を高める活動を設定する

※参考：「発達や学びをつなぐスタートカリキュラム」文部科学省　国立教育政策研究所教育課程研究センター編著p.20

1日の流れ

主体的な学習

教科学習

午後の活動

・子どもが自分で見てできるための視覚

支援 

・子どものペースに合わせた時間配分 

・子どもが自分で気持ちを切り替えられ

るような構造化された教室 

・子どもが気持ちを出したり、受け止め

てもらえたりするような大人の関わり 

 

④ 一次的支援の手立てを以下にまとめま

した。 

 

１つのことにじっくり取り

組む。 

不安が大きいけれど、様

子がわかると取り組め

る。 

色々なことが気になって、

ちょこちょこ色々試してみ

る。 

スタートダッシュするよ。

全力投球！ 

他のことに気づいていな

いかも・・・。 

今日は見てるけど、明日

はやってみようと思って

いるかも・・・。 

次は１つのことをじっくり

やりたいと思っているか

も・・・。 

がんばりすぎて息切れし

ちゃうかも・・・。周りが見

えていないかも・・・。 

① いろいろなタイプの子どもがいます。下のタイプ以外にも様々です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）安心して自己を発揮できる環境 

① 見通しをもって生活できるようにする 

ａ 1 日の時間の流れ   ｂ 朝の支度の手順       ｃ 当番などの役割表示 

② 生活上のきまり等を視覚的に理解できるようにする 

ａ 引き出しの中の整理整頓   

 

 

 

 

 

ｂ トイレ前の靴の揃え方 ｃ 目の高さの掲示 

③ 自分で選択して活動できるようにする 

ａ 教室内の遊びコーナーの設置  ｂ 遊んでよい場所の掲示 ｃ クールダウンの場を用意 

どの子もがんばりたいと思っています。その手助けになる用意をしましょう。不安な子や周りの様

子に気づいてない子には、声をかけ、一緒に見ながら確認すると、安心につながります。 

４月スタートは、子どもも大人も、自分で気づ

かずにがんばりすぎていることもあります。予

定をしていたけど、「みんなが、がんばっている

から、ご褒美の休憩！」と言って、意図的に休

憩時間を作ることがあってもよいですね。 

子どもの立場に立った視点

計画１ 幼児教育 計画３に生かす「１年生サポートナビ」へ

子ども一人一人を思い浮かべる



計画２ 感情教育からの学び

16



17目的と計画計画２ 感情教育

一次的支援を充実
させるため、幼児教
育から学ぶ。

計
画
１

感情の発達や視覚
化の手立てを、感情
教育から学ぶ。

計
画
２

「気持ちを出す」「気
持ちを受け止める」を
しやすい環境づくりを
したい。

背
景

感情を「視覚化」する
ことで、お互いを理解
できるようにしたい。

背
景

計
画
３
（
ゴ
ー
ル
）

1年生が、安心
して気持ちを出
せるような入学
時の環境づくり
や活動の展開
例を提案する。

冊子「１年生サ
ポートナビ」

目的
1年生が安心して学校生活をスタートできるように、幼児期からの
つながりを意識した一次的支援の充実に必要な視点を明らかにする。



子ども達は、気持ちを出しやすくなるか。

18

特別支援学級や１～３年の通常の学級で、感情に関する授業や
取組を行う。

授業
ねらい：気持ちに気づく

（自立活動・特別活動）

日常の取組
ねらい：気持ちを出す

（毎朝行う）

低学年から中学年にかけて、感情が分化していく、感情の種類やレベ
ルを分類できるようになる。

自分の感情がわからない子どもが増えている。

おおむね１０歳以降になるとポジティブとネガティブの両価の感情を
言語化でき、理由も説明できるようになる。

参考文献『キレやすい子の理解と対応』（ほんの森出版）本田恵子

参考文献『「ちゃんと泣ける子に育てよう」親には子どもの感情を育てる義務がある』（河出書房新社）大河原美以

参考文献『ソーシャル・エモーショナル・ラーニング非認知能力を育てる教育フレームワーク』（福村出版）渡辺弥生 小泉令三

計画２の全体の流れ計画２ 感情教育



体験と気持ちが対応するような活動のある授業展開にする

【授業②】
一目で状況がわかるイラストの提示

【授業③】
ジャンケン列車
フルーツバスケット

【授業①】
絵本の読み聞かせ

19

どのような活動を行うと、児童は自分の気持ちに気づきやすくなるか。

学級の児童全員がわかる・知っているようにする＝授業を行う一次的支援

授業：自分の気持ちに気づくための活動計画２ 感情教育



言葉でもわかり伝えら
れる。

快か不快はわかる。で
もそれ以上はうまく伝え
られない。

言葉でもわかるけど、
声に出すのが不安。

言葉ではよくわからな
いけど、雰囲気や表情
でならわかる。 うれしい

色ならわかる！

色・表情・
言葉、どれ
かを使って
伝えられる

色・表情・
言葉から、
友だちの
気持ちも
わかる

児童も職員も誰もがわかる状態をつくる

視覚化カード1年生の様子 日常の取組

【授業②後】
毎朝、自分の気持ちに合う色を
選ぶ活動

色

表情

言葉

20

【授業①後】
毎朝、自分の気持ちに合う色を
塗る活動

日常の取組：感情を視覚化する手立て計画２ 感情教育
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児童への日常の取組のアンケート結果

児童の感想気持ちを色で表すことについて児童へのアンケート結果（「はい」と応えた児童数と割合）

１年

回答数19

1年

割合

２年

回答数13

２年

割合

３年

回答数26

３年

割合

①　自分の気もちを　色にすることが　できましたか。 18 0.9 12 0.9 26 1

②　色にすると、気もちが　わかりやすいですか。 19 1 9 0.7 26 1

③　前より　自分の気もちを　考えるようになりましたか。 17 0.9 8 0.6 26 1

④　これからも　自分の気もちを　色にしてみたいですか。 16 0.8 12 0.9 25 1

1年 2年 3年 主な理由

色を塗る 4 6 3

・楽しい気持ちになる

・自分の気持ちが二つ以上ある時も書ける

・色を塗ると楽しい気持ちになる

・選択ではなく、自分の以下の気持ちに合う色を見つけられ、

自分の気持ちを一番表せる。

・自分の気持ちの移り変わりが記録でき、振り返れる

先生が聞く 5 2 3

・先生が聞いてくれると、忘れずにすむ

・先生が聞いてくれると、気持ちがわかりやすい

・先生に不安な気持ちを言える

色を選ぶ 10 5 21

・楽にできる・便利・簡単

・選ぶ方がわかりやすい

・自分の気持ちを言うのが苦手だから、選ぶ方がよい

・恥ずかしがり屋だから選ぶ方がよい

色で気持ちを表すこと
を、肯定的に受け止めて
いる。
楽しさや手軽さ、わか

りやすさを求めている。

児童のアンケート結果計画２ 感情教育
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授業では、活動を通したほうが気持ちを表現しやすい。
日常の中でも、児童が、自分からその時に気持ちについて話したり、

友達への関わりに変化が見られたりした。

担任へのインタビュー計画２ 感情教育

・読み聞かせは児童も楽しみながら聞いていた。
・読み聞かせの後、色やモンスターの様子から、どんな気持ちかを考え、発言す
ることができていた。
・イラスト提示は、低学年には提示する数の工夫や話を聞いてばかりにならな
いような工夫が必要である。
・ジャンケン列車などの活動の途中や終わりに視覚化カードがあると、気持ち
を振り返りやすい。
・「今日は雨だったから、青色なの。」など児童から気持ちを話すことが増えた。
・視覚化カードがあると、授業でも、日々の関わりの中でも、すぐに活用できる。
・イライラしている児童への子ども同士の言葉がけに変化が見られた。
例：「今、怒っているようだから、待っていよう。」「今はおだやかな気持ちに見えるよ。」
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普段、気になっている児童の背景に目を向けることができた。

学習・生活支援員へのアンケート結果計画２ 感情教育

・表現した色をもとに、その日その時の気分や状態を確認できた。児童が言葉で伝えに
くい時でも、色を使って尋ねることができる。

・色を塗っている時の考えている姿やひとり言にも目を向けることで、会話を弾ませる
ことができた。

・1日の中で感情に変化のあった児童が、自分で名前を動かしていた。
・感情的な子やおとなしい子、全ての子が気持ちを整理し、この色にしたのにはこんな
理由があるんだよと教えてくれることがたくさんあった。

・毎日チェックのボードを見て、気持ちの暗い子に声かけをする様子が見られたから。
・3年生の子は、「○○ちゃん、今日、ちょっとイライラしてるみたい。」など友達の
ことを心配している女の子がいました。

・「みんなが見る」ということを意識して、正直な気持ちを表現できない児童も見られ
たが、こっそり尋ねると正直な気持ちを答えてくれた。その子のその時の感情を知る
ために、私自身とても役に立った。

・色で気持ちを表現する場合、色のイメージが先行してしまい、決めつけがちになって
しまうこともあった。個々が持っているイメージや理由づけはそれぞれ違うので、多
数の意見と違っていても大切にしたいと思った。
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自分の気持ちを積極的に伝えたり、相手の気持ちを考えたりできる。

子どもの姿

うれしい

児童も職員も誰もが気持ちの出し方を知る機会や気持ちを出す場をつくる

計画２のまとめ計画２ 感情教育
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１年生サポートナビ 

～子ども達のために環境を整えよう～ 

「子どもの立場に立った」環境づくりや大人の関わりで、１年生が安心して過ごせ

るように、みんなでサポートしませんか。 

1 年生にとって安心感につながれば、全児童・全職員の安心感につながるのではな

いかでしょうか。 

学級全体に行う支援を一次的支援と言います。『子どもの立場に立った』一次的支援

を充実させることで、特別な支援を必要とする子どもも、どの子どもも安心できる学

級づくりを目指しましょう。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 物的環境のポイント 

 

イントロダクション：環境を整えるためのポイント～子どもをイメージしよう～ 

③ 子どもは 1 人１人違います。子ども達１人１人が「これならできる！」と選べたり、見

通しが持てたり、「次はやってみようかな。」と思えるような全体への支援が一次的支援で

す。一次的支援のスタートは、支援の前に子ども１人 1 人を思い浮かべること、支援をして

いる時に１人１人の様子を見取ることを、支援後１人１人の様子を振り返ることではないで

しょうか。 

② こんなことになっているのかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

○　週案を作成する際に意識するポイント

楽しい気持ちで1日がスタートする工夫

安心して楽しく過ごせるように、一定期間は同じ学習内容を繰り返す連続性と少

しずつ内容が高まっていく発展性を意識する

児童の思いや願いの実現に向けた主体的な学習がつながるような計画

ゆったりとした時間の中で進めていけるように2時間続きなどの学習活動を位置

づける

学習に対する期待感を生かし、教科等の時間を位置づける

10分から15分の短い時間を活用、具体的な活動を伴う学習活動

午後は具体的な活動を伴う学習活動

1日の終わりには、明日への期待感を高める活動を設定する

※参考：「発達や学びをつなぐスタートカリキュラム」文部科学省　国立教育政策研究所教育課程研究センター編著p.20

1日の流れ

主体的な学習

教科学習

午後の活動

・子どもが自分で見てできるための視覚

支援 

・子どものペースに合わせた時間配分 

・子どもが自分で気持ちを切り替えられ

るような構造化された教室 

・子どもが気持ちを出したり、受け止め

てもらえたりするような大人の関わり 

 

④ 一次的支援の手立てを以下にまとめま

した。 

 

１つのことにじっくり取り

組む。 

不安が大きいけれど、様

子がわかると取り組め

る。 

色々なことが気になって、

ちょこちょこ色々試してみ

る。 

スタートダッシュするよ。

全力投球！ 

他のことに気づいていな

いかも・・・。 

今日は見てるけど、明日

はやってみようと思って

いるかも・・・。 

次は１つのことをじっくり

やりたいと思っているか

も・・・。 

がんばりすぎて息切れし

ちゃうかも・・・。周りが見

えていないかも・・・。 

① いろいろなタイプの子どもがいます。下のタイプ以外にも様々です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）安心して自己を発揮できる環境 

① 見通しをもって生活できるようにする 

ａ 1 日の時間の流れ   ｂ 朝の支度の手順       ｃ 当番などの役割表示 

② 生活上のきまり等を視覚的に理解できるようにする 

ａ 引き出しの中の整理整頓   

 

 

 

 

 

ｂ トイレ前の靴の揃え方 ｃ 目の高さの掲示 

③ 自分で選択して活動できるようにする 

ａ 教室内の遊びコーナーの設置  ｂ 遊んでよい場所の掲示 ｃ クールダウンの場を用意 

どの子もがんばりたいと思っています。その手助けになる用意をしましょう。不安な子や周りの様

子に気づいてない子には、声をかけ、一緒に見ながら確認すると、安心につながります。 

４月スタートは、子どもも大人も、自分で気づ

かずにがんばりすぎていることもあります。予

定をしていたけど、「みんなが、がんばっている

から、ご褒美の休憩！」と言って、意図的に休

憩時間を作ることがあってもよいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 主体的に学びに向かうことができる環境 

① 学習形態を工夫し、協働的に学べるようにする 

ａ 机を寄せ合い、隣の友達と相談 ｂ グループで集まり活動 ｃ 床を使って、興味関心が同じ友達

と試行錯誤 

② 学習に集中できるようにする 

ａ すっきり整理された教室全面   

 

 

 

 

 

 

ｂ 子どもが活用しやすい黒板前 ｃ 視覚に訴える板書の工夫 

③ 学習のきっかけが生まれるようにする 

ａ 学習に活用できる資料の常設                ｂ 学びの足跡の掲示  

          

支援員さんに聞いてみよう！！ 

支援員さんは、担任が気づかない子どもの様子にたくさん気づいています。 

どんなタイプの学びをしているのか、どんなことに困っているのか、情報交換する時間を設けて

みましょう。 

子ども達は、「新しくすること」には興味津々です。 

やり方を伝える時には、担任と支援員さんとでロールプレイのようにやってみたり、パペットで失

敗して見せ、困ったときにはどうすればよいかをやってみせるなど、「これならできそう！」と事前

にイメージを持たせます。 

「いつまでやっていいのか」「終わったら何をするのか」を具体的に黒板に示しておきます。 

どのタイプの子どもも！！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）安心を生み、成長・自立を支える人的な環境 

① 教職員 

ａ 児童と一緒に活動を楽しむ   

ｂ 児童の様子を温かく見守る  

ｃ 児童の目線で話を聞く 

ｄ 笑顔で児童を迎える  

ｅ 全教職員が 1 年生に関わる 

② 他学年の児童 

ａ 上級生と集団登校                

ｂ 6 年生と遊ぶ         ｃ 2 年生にダンスを教えてもらう 

 

 

 

ｄ 縦割り班顔合わせ→縦割り班遊び 

③ 家庭や地域の人々 

ａ 地域見守り隊   

ｂ 駐在所と一緒に防犯教室、交通安全教室 

ｃ ストーリーテリングや読み語り  

ｄ 家庭や地域との連携を図るための情報発信 

学校探検で栄養教諭に質問をする児童 校長先生にサインをもらう児童 

子どもに合わせる！ 

「その子の意欲が高まるように、その子の不安が少なくなるように、その子に合わせる」 

この視点を忘れずにいたいですね。 

上級生との関わりが安心感や

あこがれにつながるといいです

ね。 

児童会担当や、他の学年の担任

とも情報交換すると、新たな発見

があるかもしれません。 

【大事な姿勢】 

○共に考える ○励ます 

○共に喜ぶ ○成長を期待して見守る 

上学年の立場に立って、

「1年生のために」「学校

のために」「役に立ちた

い」という気持ちを実現で

きる場にできるよう、担任

間で具体的な場や方法な

ど打ち合わせるといいで

すね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各担任が新年度に大事にしていること 

① 負荷をかけすぎない。 

② 小さなことでも全員が「できた」を体感する。 

③ 小さなトラブルでも全員で確認し、全員の学びにする。 

「次から、どうすればよいか」を子ども達と一緒に考える。 

④「今日も楽しかった」と家に帰って話題になるような学級づく

り。 

（４）1 日の学校生活の実際 

時刻 学校全体の動き １年生の動き

8:10 朝の活動 自分の席で過ごす

8:25 朝の会 朝の準備

8:35 １時間目 朝の会

9:30 ２時間目 教科学習

10:15 業間休み

生活科を核にした主体的な学習

10:35 3時間目

11:30 ４時間目 給食の準備

12:15 給食準備 給食

給食

12:50 昼休み 片付け

歯磨き

13:25 掃除 教室の掃除

帰る準備

13:50 5時間目

１日の振り返り

14:35 帰りの会 明日への期待感を高める活動

14:45 下校

入学式の翌日に１日の準備の仕方と、終わったら、何をし

て待つかを教えます。できたことをたくさんほめて、やる気

につなげましょう。 

朝の会で、「担任がわざと間違える」など子どもの興味を

引くようにしながら、準備の仕方が合っていたかどうかの

確認をします。 

国語や算数は、パターン化して同じ流

れでします。 

教えたことは毎日繰り返すことで、「や

ることがわかる！」となり、「挑戦でき

る！」という意欲を高めます。 

その日の子どもの様子に合わせて、時

間を調整します。 

「できるようになったこと」を全員で

喜び合う。明日の予定を伝える。 

「保育所との違い」をプラスにとらえさせる言葉がけ、「保

育所と同じ」をやる気につなげる言葉がけを意識しましょ

う。 

毎日少しずつ使い方を教える場所を増やします。「今日はど

こかな？」という子どものわくわく感を引き出しましょう。休

み時間に行ってもよい場所も少しずつ増やしていきましょ

う。 

〈掃除について〉 

【１週目】給食の片づけや歯磨き、帰る

準備など、自分でできるようになる時間

にする。 

【２週目】「おそうじのプロになろう」の時

間 

【３週目】縦割り班掃除にデビューする。 

隙間時間絵本の読み聞かせ 

 午後は、ゆとりの時間。一人一人疲労

度が違います。１つ１つにかかる時間も

違います。せかさず、自分のペースでで

きるよう視覚支援を充実させます。 

いろんなタイプの子がいて当たり

前。あせらず長い目で！！今日は先生

と一緒にやってても、自信をもって、

１人でできる日がきます♪ 

今日１日、子ども達全員に声をかけられたでしょうか。一人一人を具体的に褒めることができたでしょうか。明日も、で

きたことに喜び、驚き、褒めて褒めて褒めましょう！！ 

 

 

 

【ねらい】「自分の気持ちに気づく」「自分の気持ちを出す」ことの良さに気づく。 

 

  

 

 

 学習の内容 指導上の留意点 

導

入 

（１）アイスブレーキング  

〇どっちが好きゲーム 

・海と山などどちらが好きかを答える活動をす

る。  

・楽しい雰囲気で行う。 

・善し悪しではなく、伝えられる、声に出せることがい

いということを体験的に実感させる。 

・大きな声が苦手な児童がいる場合は、みんなから離れ

たところで、参加してもよいことを伝える。 

展
開 

（２）絵本「カラーモンスター」(永岡書店)の

読み聞かせ 

絵本の読み聞かせを聞き、気持ちにはいくつ

か種類があることを知る。 

〇絵本を読む目的を知らせる。 

〇「カラーモンスター」の読み聞かせ 

〇色から想起される気持ちを問う。 

〇自分の気持ちを色で表せることを伝える。 

 

・「カラーモンスター」に出てくる５つの気持ちと色 

 嬉しい＝黄色 

 悲しい＝青色 

 怒り＝赤 

 不安＝黒 

 穏やか＝緑 

・絵本が見やすい場所に座るように伝える。 

・絵本の場面をコピーした物を掲示し、想起しやすくす

る。 

・色を塗りたくない場合は、無理強いせず、友だちの活

動を見ておくよう促す。 

・絵本の色にはない気持ちの場合は、気持ちにぴったり

な色を塗るように伝える。 

 

ま
と
め 

（３）振り返り・まとめ 

〇毎朝の健康観察のように、自分の気持ちの健

康観察をしてほしいことを伝える。気持ちを色

で表す方法を伝える 

・集中が途切れて、動き出す児童がいたら、もう少しで

終わることや、動いても大丈夫だから、聞いてほしいこ

とを伝える。 

 

【
毎
朝
の
心
の
健
康
観
察
】 

 

○「今の気持ちは何色？」と題して、ワークシ

ートに今の気持ちに合う色を塗る活動を行う。 

○担任との共通理解 

【ねらい】児童にとって、気持ちを表現すると、

いいなと感じられるようにする。自由に気持ち

を出していいのだと感じられるようにする。 

【NG 対応】無理強いをする。表した感情を否

定する。無視する。 

 

 

（５）カラーモンスターで気持ちを表そう（4 月 1 週目で実施） 

色覚障がいの児童がいる場合は、

色で尋ねるのではなく、各感情の

モンスターにネーミングして尋

ねていくとよい。 

うれしい 

かなしい いかり 

ふあん おだやか 

しあわせ 

色と表情と言葉を

マッチングさせた

カードにする。 

実態に応じて、掲示したり、

箱に入れるようにする。対

応の仕方は次のページ。 

 

 

 

 子どもの困り感ばかりに目がいってしまわないように、ハビットトラッカー（習慣化のためのチェックリスト）

を作成しました。これは、子どもをよくするためではなく、教師自身が変わるためのツールです。 

 

 

 

 

 

 １人１人の強みを見つけて、子どもや保護者、教職員、地域の人に伝えられるといいですよね。その子の自身

にもなるのはもちろん、子どもを支える大人のまなざしや関わりもかわってくると思います。 

【使い方】 

 １日の終わりに、数分間、子ども 1 人１人との関わ

りを思い出してみましょう。 

 思い出せたら、トラッカーに○をします。思い出せ

ない場合は、努力はしたので、／を記入します。／が

多い子どもは自分が普段あまり関わっていない子ども

かも知れません。意識的に関わっていくことができま

す。 

もし、具体的なエピソードを書く余裕があれば、日

付とエピソードを記入しておきます。例に挙げている

ような姿があった場合は、その欄に日付や短い単語を

記しておくとよいですよ。 

 

【続けるためのポイント】 

 １人１枚を１年間通して使います。 

 年間を見通して、４月に全員分印刷し、ファイルにしておくのがおすすめです。 

 毎日振り返る時間をスマホなどのリマインド機能で設定しておくと忘れずにできます。 

 最初はしんどいですが、やっていくうちに慣れてきます。 

 

【続けるメリット】 

 教育相談で、子どもに伝えられる！ 

 個人懇談で、保護者に伝えられる！ 

 地域の方との打合せで伝えられる！ 

 所見や要録に使える！ 

 そして何より、自分自身の子どもを見る眼差しが変わります！ 

 そして、子どもへの声のかけ方が変わります！ 

  

【輪を広げてみましょう】 

 １年生以外の学年でも使えます。 

 他の先生達と一緒に励まし合いながら取り組むのもいいですね。 

（６）子どもの強みを見つけよう～温かい関わりができる教師を目指すハビットトラッカー～  

 

 

計画３へ生かす「１年生サポートナビ」へ計画２ 感情教育

（イントロダクション）
～子どもを知ろう～環境を整えるためのポイント～

（１）安心して自己を発揮できる環境
（２）主体的に学びに向かうことができる環境
（３）安心を生み、成長・自立を支える人的な環境
（４）子どもの立場に立った1日の流れ
（５）カラーモンスターで気持ちを表そう
（６）子どもの強みを見つけよう
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（３）安心を生み、成長・自立を支える人的な環境 

① 教職員 

ａ 児童と一緒に活動を楽しむ   

ｂ 児童の様子を温かく見守る  

ｃ 児童の目線で話を聞く 

ｄ 笑顔で児童を迎える  

ｅ 全教職員が 1 年生に関わる 

② 他学年の児童 

ａ 上級生と集団登校                

ｂ 6 年生と遊ぶ         ｃ 2 年生にダンスを教えてもらう 

 

 

 

ｄ 縦割り班顔合わせ→縦割り班遊び 

③ 家庭や地域の人々 

ａ 地域見守り隊   

ｂ 駐在所と一緒に防犯教室、交通安全教室 

ｃ ストーリーテリングや読み語り  

ｄ 家庭や地域との連携を図るための情報発信 

学校探検で栄養教諭に質問をする児童 校長先生にサインをもらう児童 

子どもに合わせる！ 

「その子の意欲が高まるように、その子の不安が少なくなるように、その子に合わせる」 

この視点を忘れずにいたいですね。 

上級生との関わりが安心感や

あこがれにつながるといいです

ね。 

児童会担当や、他の学年の担任

とも情報交換すると、新たな発見

があるかもしれません。 

【大事な姿勢】 

○共に考える ○励ます 

○共に喜ぶ ○成長を期待して見守る 

上学年の立場に立って、

「1年生のために」「学校

のために」「役に立ちた

い」という気持ちを実現で

きる場にできるよう、担任

間で具体的な場や方法な

ど打ち合わせるといいで

すね。 

 

 

 

【ねらい】「自分の気持ちに気づく」「自分の気持ちを出す」ことの良さに気づく。 

 

  

 

 

 学習の内容 指導上の留意点 

導

入 

（１）アイスブレーキング  

〇どっちが好きゲーム 

・海と山などどちらが好きかを答える活動をす

る。  

・楽しい雰囲気で行う。 

・善し悪しではなく、伝えられる、声に出せることがい

いということを体験的に実感させる。 

・大きな声が苦手な児童がいる場合は、みんなから離れ

たところで、参加してもよいことを伝える。 

展
開 

（２）絵本「カラーモンスター」(永岡書店)の

読み聞かせ 

絵本の読み聞かせを聞き、気持ちにはいくつ

か種類があることを知る。 

〇絵本を読む目的を知らせる。 

〇「カラーモンスター」の読み聞かせ 

〇色から想起される気持ちを問う。 

〇自分の気持ちを色で表せることを伝える。 

 

・「カラーモンスター」に出てくる５つの気持ちと色 

 嬉しい＝黄色 

 悲しい＝青色 

 怒り＝赤 

 不安＝黒 

 穏やか＝緑 

・絵本が見やすい場所に座るように伝える。 

・絵本の場面をコピーした物を掲示し、想起しやすくす

る。 

・色を塗りたくない場合は、無理強いせず、友だちの活

動を見ておくよう促す。 

・絵本の色にはない気持ちの場合は、気持ちにぴったり

な色を塗るように伝える。 

 

ま
と
め 

（３）振り返り・まとめ 

〇毎朝の健康観察のように、自分の気持ちの健

康観察をしてほしいことを伝える。気持ちを色

で表す方法を伝える 

・集中が途切れて、動き出す児童がいたら、もう少しで

終わることや、動いても大丈夫だから、聞いてほしいこ

とを伝える。 

 

【
毎
朝
の
心
の
健
康
観
察
】 

 

○「今の気持ちは何色？」と題して、ワークシ

ートに今の気持ちに合う色を塗る活動を行う。 

○担任との共通理解 

【ねらい】児童にとって、気持ちを表現すると、

いいなと感じられるようにする。自由に気持ち

を出していいのだと感じられるようにする。 

【NG 対応】無理強いをする。表した感情を否

定する。無視する。 

 

 

（５）カラーモンスターで気持ちを表そう（4 月 1 週目で実施） 

色覚障がいの児童がいる場合は、

色で尋ねるのではなく、各感情の

モンスターにネーミングして尋

ねていくとよい。 

うれしい 

かなしい いかり 

ふあん おだやか 

しあわせ 

色と表情と言葉を

マッチングさせた

カードにする。 

実態に応じて、掲示したり、

箱に入れるようにする。対

応の仕方は次のページ。 

子どもが気持ちを出しやすい関わり

気持ちを視覚化する手立て

計画３へ生かす「１年生サポートナビ」へ計画２ 感情教育



計画３「1年生サポートナビ」の提案
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28目的と計画計画３ 「１年生サポートナビ」

一次的支援を充実
させるため、幼児教
育から学ぶ。

計
画
１

感情の発達や視覚
化の手立てを、感情
教育から学ぶ。

計
画
２

「気持ちを出す」「気
持ちを受け止める」を
しやすい環境づくりを
したい。

背
景

感情を「視覚化」する
ことで、お互いを理解
できるようにしたい。

背
景

計
画
３
（
ゴ
ー
ル
）

1年生が、安心
して気持ちを出
せるような入学
時の環境づくり
や活動の展開
例を提案する。

冊子「１年生サ
ポートナビ」

目的
1年生が安心して学校生活をスタートできるように、幼児期からの
つながりを意識した一次的支援の充実に必要な視点を明らかにする。



保育所 小学校子どもの立場に立った大人の関わりや環境づくり

・自分で決めて、自分で行動できるようにす
る。

・園児同士の関わりが生まれるようにする。
・すぐに指示や答えを示さず、園児が納得、
満足するまで見守る、寄り添う。

・園児が自ら動けるような工夫をする。

・負荷をかけすぎない。
・小さなことでも全員が「できた」を体感する。
・小さなトラブルでも全員で確認し、全員の学
びにする。

・「保育所との違い」をプラスに、「保育所と
同じ」をやる気につなげる言葉がけ。

接
続

保育所のことを知る必要がある。小学校のことを知りたい。

不安感
プレッ
シャー

大人の立場の「～すべき」に陥りやすい
のではないか。小学校入学期のみの適
応指導と捉えてしまう可能性がある。

課
題

29一貫性や連続性のために必要なこと

お互いの様子を伝える場をもった。

計画３ 「１年生サポートナビ」
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１年生サポートナビ 

～子ども達のために環境を整えよう～ 

「子どもの立場に立った」環境づくりや大人の関わりで、１年生が安心して過ごせ

るように、みんなでサポートしませんか。 

1 年生にとって安心感につながれば、全児童・全職員の安心感につながるのではな

いかでしょうか。 

学級全体に行う支援を一次的支援と言います。『子どもの立場に立った』一次的支援

を充実させることで、特別な支援を必要とする子どもも、どの子どもも安心できる学

級づくりを目指しましょう。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 物的環境のポイント 

 

イントロダクション：環境を整えるためのポイント～子どもをイメージしよう～ 

③ 子どもは 1 人１人違います。子ども達１人１人が「これならできる！」と選べたり、見

通しが持てたり、「次はやってみようかな。」と思えるような全体への支援が一次的支援で

す。一次的支援のスタートは、支援の前に子ども１人 1 人を思い浮かべること、支援をして

いる時に１人１人の様子を見取ることを、支援後１人１人の様子を振り返ることではないで

しょうか。 

② こんなことになっているのかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

○　週案を作成する際に意識するポイント

楽しい気持ちで1日がスタートする工夫

安心して楽しく過ごせるように、一定期間は同じ学習内容を繰り返す連続性と少

しずつ内容が高まっていく発展性を意識する

児童の思いや願いの実現に向けた主体的な学習がつながるような計画

ゆったりとした時間の中で進めていけるように2時間続きなどの学習活動を位置

づける

学習に対する期待感を生かし、教科等の時間を位置づける

10分から15分の短い時間を活用、具体的な活動を伴う学習活動

午後は具体的な活動を伴う学習活動

1日の終わりには、明日への期待感を高める活動を設定する

※参考：「発達や学びをつなぐスタートカリキュラム」文部科学省　国立教育政策研究所教育課程研究センター編著p.20

1日の流れ

主体的な学習

教科学習

午後の活動

・子どもが自分で見てできるための視覚

支援 

・子どものペースに合わせた時間配分 

・子どもが自分で気持ちを切り替えられ

るような構造化された教室 

・子どもが気持ちを出したり、受け止め

てもらえたりするような大人の関わり 

 

④ 一次的支援の手立てを以下にまとめま

した。 

 

１つのことにじっくり取り

組む。 

不安が大きいけれど、様

子がわかると取り組め

る。 

色々なことが気になって、

ちょこちょこ色々試してみ

る。 

スタートダッシュするよ。

全力投球！ 

他のことに気づいていな

いかも・・・。 

今日は見てるけど、明日

はやってみようと思って

いるかも・・・。 

次は１つのことをじっくり

やりたいと思っているか

も・・・。 

がんばりすぎて息切れし

ちゃうかも・・・。周りが見

えていないかも・・・。 

① いろいろなタイプの子どもがいます。下のタイプ以外にも様々です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）安心して自己を発揮できる環境 

① 見通しをもって生活できるようにする 

ａ 1 日の時間の流れ   ｂ 朝の支度の手順       ｃ 当番などの役割表示 

② 生活上のきまり等を視覚的に理解できるようにする 

ａ 引き出しの中の整理整頓   

 

 

 

 

 

ｂ トイレ前の靴の揃え方 ｃ 目の高さの掲示 

③ 自分で選択して活動できるようにする 

ａ 教室内の遊びコーナーの設置  ｂ 遊んでよい場所の掲示 ｃ クールダウンの場を用意 

どの子もがんばりたいと思っています。その手助けになる用意をしましょう。不安な子や周りの様

子に気づいてない子には、声をかけ、一緒に見ながら確認すると、安心につながります。 

４月スタートは、子どもも大人も、自分で気づ

かずにがんばりすぎていることもあります。予

定をしていたけど、「みんなが、がんばっている

から、ご褒美の休憩！」と言って、意図的に休

憩時間を作ることがあってもよいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 主体的に学びに向かうことができる環境 

① 学習形態を工夫し、協働的に学べるようにする 

ａ 机を寄せ合い、隣の友達と相談 ｂ グループで集まり活動 ｃ 床を使って、興味関心が同じ友達

と試行錯誤 

② 学習に集中できるようにする 

ａ すっきり整理された教室全面   

 

 

 

 

 

 

ｂ 子どもが活用しやすい黒板前 ｃ 視覚に訴える板書の工夫 

③ 学習のきっかけが生まれるようにする 

ａ 学習に活用できる資料の常設                ｂ 学びの足跡の掲示  

          

支援員さんに聞いてみよう！！ 

支援員さんは、担任が気づかない子どもの様子にたくさん気づいています。 

どんなタイプの学びをしているのか、どんなことに困っているのか、情報交換する時間を設けて

みましょう。 

子ども達は、「新しくすること」には興味津々です。 

やり方を伝える時には、担任と支援員さんとでロールプレイのようにやってみたり、パペットで失

敗して見せ、困ったときにはどうすればよいかをやってみせるなど、「これならできそう！」と事前

にイメージを持たせます。 

「いつまでやっていいのか」「終わったら何をするのか」を具体的に黒板に示しておきます。 

どのタイプの子どもも！！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）安心を生み、成長・自立を支える人的な環境 

① 教職員 

ａ 児童と一緒に活動を楽しむ   

ｂ 児童の様子を温かく見守る  

ｃ 児童の目線で話を聞く 

ｄ 笑顔で児童を迎える  

ｅ 全教職員が 1 年生に関わる 

② 他学年の児童 

ａ 上級生と集団登校                

ｂ 6 年生と遊ぶ         ｃ 2 年生にダンスを教えてもらう 

 

 

 

ｄ 縦割り班顔合わせ→縦割り班遊び 

③ 家庭や地域の人々 

ａ 地域見守り隊   

ｂ 駐在所と一緒に防犯教室、交通安全教室 

ｃ ストーリーテリングや読み語り  

ｄ 家庭や地域との連携を図るための情報発信 

学校探検で栄養教諭に質問をする児童 校長先生にサインをもらう児童 

子どもに合わせる！ 

「その子の意欲が高まるように、その子の不安が少なくなるように、その子に合わせる」 

この視点を忘れずにいたいですね。 

上級生との関わりが安心感や

あこがれにつながるといいです

ね。 

児童会担当や、他の学年の担任

とも情報交換すると、新たな発見

があるかもしれません。 

【大事な姿勢】 

○共に考える ○励ます 

○共に喜ぶ ○成長を期待して見守る 

上学年の立場に立って、

「1年生のために」「学校

のために」「役に立ちた

い」という気持ちを実現で

きる場にできるよう、担任

間で具体的な場や方法な

ど打ち合わせるといいで

すね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各担任が新年度に大事にしていること 

① 負荷をかけすぎない。 

② 小さなことでも全員が「できた」を体感する。 

③ 小さなトラブルでも全員で確認し、全員の学びにする。 

「次から、どうすればよいか」を子ども達と一緒に考える。 

④「今日も楽しかった」と家に帰って話題になるような学級づく

り。 

（４）1 日の学校生活の実際 

時刻 学校全体の動き １年生の動き

8:10 朝の活動 自分の席で過ごす

8:25 朝の会 朝の準備

8:35 １時間目 朝の会

9:30 ２時間目 教科学習

10:15 業間休み

生活科を核にした主体的な学習

10:35 3時間目

11:30 ４時間目 給食の準備

12:15 給食準備 給食

給食

12:50 昼休み 片付け

歯磨き

13:25 掃除 教室の掃除

帰る準備

13:50 5時間目

１日の振り返り

14:35 帰りの会 明日への期待感を高める活動

14:45 下校

入学式の翌日に１日の準備の仕方と、終わったら、何をし

て待つかを教えます。できたことをたくさんほめて、やる気

につなげましょう。 

朝の会で、「担任がわざと間違える」など子どもの興味を

引くようにしながら、準備の仕方が合っていたかどうかの

確認をします。 

国語や算数は、パターン化して同じ流

れでします。 

教えたことは毎日繰り返すことで、「や

ることがわかる！」となり、「挑戦でき

る！」という意欲を高めます。 

その日の子どもの様子に合わせて、時

間を調整します。 

「できるようになったこと」を全員で

喜び合う。明日の予定を伝える。 

「保育所との違い」をプラスにとらえさせる言葉がけ、「保

育所と同じ」をやる気につなげる言葉がけを意識しましょ

う。 

毎日少しずつ使い方を教える場所を増やします。「今日はど

こかな？」という子どものわくわく感を引き出しましょう。休

み時間に行ってもよい場所も少しずつ増やしていきましょ

う。 

〈掃除について〉 

【１週目】給食の片づけや歯磨き、帰る

準備など、自分でできるようになる時間

にする。 

【２週目】「おそうじのプロになろう」の時

間 

【３週目】縦割り班掃除にデビューする。 

隙間時間絵本の読み聞かせ 

 午後は、ゆとりの時間。一人一人疲労

度が違います。１つ１つにかかる時間も

違います。せかさず、自分のペースでで

きるよう視覚支援を充実させます。 

いろんなタイプの子がいて当たり

前。あせらず長い目で！！今日は先生

と一緒にやってても、自信をもって、

１人でできる日がきます♪ 

今日１日、子ども達全員に声をかけられたでしょうか。一人一人を具体的に褒めることができたでしょうか。明日も、で

きたことに喜び、驚き、褒めて褒めて褒めましょう！！ 

 

 

 

【ねらい】「自分の気持ちに気づく」「自分の気持ちを出す」ことの良さに気づく。 

 

  

 

 

 学習の内容 指導上の留意点 

導

入 

（１）アイスブレーキング  

〇どっちが好きゲーム 

・海と山などどちらが好きかを答える活動をす

る。  

・楽しい雰囲気で行う。 

・善し悪しではなく、伝えられる、声に出せることがい

いということを体験的に実感させる。 

・大きな声が苦手な児童がいる場合は、みんなから離れ

たところで、参加してもよいことを伝える。 

展
開 

（２）絵本「カラーモンスター」(永岡書店)の

読み聞かせ 

絵本の読み聞かせを聞き、気持ちにはいくつ

か種類があることを知る。 

〇絵本を読む目的を知らせる。 

〇「カラーモンスター」の読み聞かせ 

〇色から想起される気持ちを問う。 

〇自分の気持ちを色で表せることを伝える。 

 

・「カラーモンスター」に出てくる５つの気持ちと色 

 嬉しい＝黄色 

 悲しい＝青色 

 怒り＝赤 

 不安＝黒 

 穏やか＝緑 

・絵本が見やすい場所に座るように伝える。 

・絵本の場面をコピーした物を掲示し、想起しやすくす

る。 

・色を塗りたくない場合は、無理強いせず、友だちの活

動を見ておくよう促す。 

・絵本の色にはない気持ちの場合は、気持ちにぴったり

な色を塗るように伝える。 

 

ま
と
め 

（３）振り返り・まとめ 

〇毎朝の健康観察のように、自分の気持ちの健

康観察をしてほしいことを伝える。気持ちを色

で表す方法を伝える 

・集中が途切れて、動き出す児童がいたら、もう少しで

終わることや、動いても大丈夫だから、聞いてほしいこ

とを伝える。 

 

【
毎
朝
の
心
の
健
康
観
察
】 

 

○「今の気持ちは何色？」と題して、ワークシ

ートに今の気持ちに合う色を塗る活動を行う。 

○担任との共通理解 

【ねらい】児童にとって、気持ちを表現すると、

いいなと感じられるようにする。自由に気持ち

を出していいのだと感じられるようにする。 

【NG 対応】無理強いをする。表した感情を否

定する。無視する。 

 

 

（５）カラーモンスターで気持ちを表そう（4 月 1 週目で実施） 

色覚障がいの児童がいる場合は、

色で尋ねるのではなく、各感情の

モンスターにネーミングして尋

ねていくとよい。 

うれしい 

かなしい いかり 

ふあん おだやか 

しあわせ 

色と表情と言葉を

マッチングさせた

カードにする。 

実態に応じて、掲示したり、

箱に入れるようにする。対

応の仕方は次のページ。 

 

 

 

 子どもの困り感ばかりに目がいってしまわないように、ハビットトラッカー（習慣化のためのチェックリスト）

を作成しました。これは、子どもをよくするためではなく、教師自身が変わるためのツールです。 

 

 

 

 

 

 １人１人の強みを見つけて、子どもや保護者、教職員、地域の人に伝えられるといいですよね。その子の自身

にもなるのはもちろん、子どもを支える大人のまなざしや関わりもかわってくると思います。 

【使い方】 

 １日の終わりに、数分間、子ども 1 人１人との関わ

りを思い出してみましょう。 

 思い出せたら、トラッカーに○をします。思い出せ

ない場合は、努力はしたので、／を記入します。／が

多い子どもは自分が普段あまり関わっていない子ども

かも知れません。意識的に関わっていくことができま

す。 

もし、具体的なエピソードを書く余裕があれば、日

付とエピソードを記入しておきます。例に挙げている

ような姿があった場合は、その欄に日付や短い単語を

記しておくとよいですよ。 

 

【続けるためのポイント】 

 １人１枚を１年間通して使います。 

 年間を見通して、４月に全員分印刷し、ファイルにしておくのがおすすめです。 

 毎日振り返る時間をスマホなどのリマインド機能で設定しておくと忘れずにできます。 

 最初はしんどいですが、やっていくうちに慣れてきます。 

 

【続けるメリット】 

 教育相談で、子どもに伝えられる！ 

 個人懇談で、保護者に伝えられる！ 

 地域の方との打合せで伝えられる！ 

 所見や要録に使える！ 

 そして何より、自分自身の子どもを見る眼差しが変わります！ 

 そして、子どもへの声のかけ方が変わります！ 

  

【輪を広げてみましょう】 

 １年生以外の学年でも使えます。 

 他の先生達と一緒に励まし合いながら取り組むのもいいですね。 

（６）子どもの強みを見つけよう～温かい関わりができる教師を目指すハビットトラッカー～  

 

 

お互いを知るために「１年生サポートナビ」を生かす計画３ 「１年生サポートナビ」

（イントロダクション）
～子どもを知ろう～環境を整えるためのポイント～

（１）安心して自己を発揮できる環境
（２）主体的に学びに向かうことができる環境
（３）安心を生み、成長・自立を支える人的な環境
（４）子どもの立場に立った1日の流れ
（５）カラーモンスターで気持ちを表そう
（６）子どもの強みを見つけよう
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各担任が新年度に大事にしていること 

① 負荷をかけすぎない。 

② 小さなことでも全員が「できた」を体感する。 

③ 小さなトラブルでも全員で確認し、全員の学びにする。 

「次から、どうすればよいか」を子ども達と一緒に考える。 

④「今日も楽しかった」と家に帰って話題になるような学級づく

り。 

（４）1 日の学校生活の実際 

時刻 学校全体の動き １年生の動き

8:10 朝の活動 自分の席で過ごす

8:25 朝の会 朝の準備

8:35 １時間目 朝の会

9:30 ２時間目 教科学習

10:15 業間休み

生活科を核にした主体的な学習

10:35 3時間目

11:30 ４時間目 給食の準備

12:15 給食準備 給食

給食

12:50 昼休み 片付け

歯磨き

13:25 掃除 教室の掃除

帰る準備

13:50 5時間目

１日の振り返り

14:35 帰りの会 明日への期待感を高める活動

14:45 下校

入学式の翌日に１日の準備の仕方と、終わったら、何をし

て待つかを教えます。できたことをたくさんほめて、やる気

につなげましょう。 

朝の会で、「担任がわざと間違える」など子どもの興味を

引くようにしながら、準備の仕方が合っていたかどうかの

確認をします。 

国語や算数は、パターン化して同じ流

れでします。 

教えたことは毎日繰り返すことで、「や

ることがわかる！」となり、「挑戦でき

る！」という意欲を高めます。 

その日の子どもの様子に合わせて、時

間を調整します。 

「できるようになったこと」を全員で

喜び合う。明日の予定を伝える。 

「保育所との違い」をプラスにとらえさせる言葉がけ、「保

育所と同じ」をやる気につなげる言葉がけを意識しましょ

う。 

毎日少しずつ使い方を教える場所を増やします。「今日はど

こかな？」という子どものわくわく感を引き出しましょう。休

み時間に行ってもよい場所も少しずつ増やしていきましょ

う。 

〈掃除について〉 

【１週目】給食の片づけや歯磨き、帰る

準備など、自分でできるようになる時間

にする。 

【２週目】「おそうじのプロになろう」の時

間 

【３週目】縦割り班掃除にデビューする。 

隙間時間絵本の読み聞かせ 

 午後は、ゆとりの時間。一人一人疲労

度が違います。１つ１つにかかる時間も

違います。せかさず、自分のペースでで

きるよう視覚支援を充実させます。 

いろんなタイプの子がいて当たり

前。あせらず長い目で！！今日は先生

と一緒にやってても、自信をもって、

１人でできる日がきます♪ 

今日１日、子ども達全員に声をかけられたでしょうか。一人一人を具体的に褒めることができたでしょうか。明日も、で

きたことに喜び、驚き、褒めて褒めて褒めましょう！！ 

 

 

 

 子どもの困り感ばかりに目がいってしまわないように、ハビットトラッカー（習慣化のためのチェックリスト）

を作成しました。これは、子どもをよくするためではなく、教師自身が変わるためのツールです。 

 

 

 

 

 

 １人１人の強みを見つけて、子どもや保護者、教職員、地域の人に伝えられるといいですよね。その子の自身

にもなるのはもちろん、子どもを支える大人のまなざしや関わりもかわってくると思います。 

【使い方】 

 １日の終わりに、数分間、子ども 1 人１人との関わ

りを思い出してみましょう。 

 思い出せたら、トラッカーに○をします。思い出せ

ない場合は、努力はしたので、／を記入します。／が

多い子どもは自分が普段あまり関わっていない子ども

かも知れません。意識的に関わっていくことができま

す。 

もし、具体的なエピソードを書く余裕があれば、日

付とエピソードを記入しておきます。例に挙げている

ような姿があった場合は、その欄に日付や短い単語を

記しておくとよいですよ。 

 

【続けるためのポイント】 

 １人１枚を１年間通して使います。 

 年間を見通して、４月に全員分印刷し、ファイルにしておくのがおすすめです。 

 毎日振り返る時間をスマホなどのリマインド機能で設定しておくと忘れずにできます。 

 最初はしんどいですが、やっていくうちに慣れてきます。 

 

【続けるメリット】 

 教育相談で、子どもに伝えられる！ 

 個人懇談で、保護者に伝えられる！ 

 地域の方との打合せで伝えられる！ 

 所見や要録に使える！ 

 そして何より、自分自身の子どもを見る眼差しが変わります！ 

 そして、子どもへの声のかけ方が変わります！ 

  

【輪を広げてみましょう】 

 １年生以外の学年でも使えます。 

 他の先生達と一緒に励まし合いながら取り組むのもいいですね。 

（６）子どもの強みを見つけよう～温かい関わりができる教師を目指すハビットトラッカー～  

 

 

子どもがどのような配慮のもとで
どのように過ごすかがわかる。

子どもの立場に立つために、
子ども一人一人を見取り、振り返る。
次の具体的な支援につながる。

「１年生サポートナビ」に取り入れたこと計画３ 「１年生サポートナビ」
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１年生サポートナビ 

～子ども達のために環境を整えよう～ 

「子どもの立場に立った」環境づくりや大人の関わりで、１年生が安心して過ごせ

るように、みんなでサポートしませんか。 

1 年生にとって安心感につながれば、全児童・全職員の安心感につながるのではな

いかでしょうか。 

学級全体に行う支援を一次的支援と言います。『子どもの立場に立った』一次的支援

を充実させることで、特別な支援を必要とする子どもも、どの子どもも安心できる学

級づくりを目指しましょう。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 物的環境のポイント 

 

イントロダクション：環境を整えるためのポイント～子どもをイメージしよう～ 

③ 子どもは 1 人１人違います。子ども達１人１人が「これならできる！」と選べたり、見

通しが持てたり、「次はやってみようかな。」と思えるような全体への支援が一次的支援で

す。一次的支援のスタートは、支援の前に子ども１人 1 人を思い浮かべること、支援をして

いる時に１人１人の様子を見取ることを、支援後１人１人の様子を振り返ることではないで

しょうか。 

② こんなことになっているのかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

○　週案を作成する際に意識するポイント

楽しい気持ちで1日がスタートする工夫

安心して楽しく過ごせるように、一定期間は同じ学習内容を繰り返す連続性と少

しずつ内容が高まっていく発展性を意識する

児童の思いや願いの実現に向けた主体的な学習がつながるような計画

ゆったりとした時間の中で進めていけるように2時間続きなどの学習活動を位置

づける

学習に対する期待感を生かし、教科等の時間を位置づける

10分から15分の短い時間を活用、具体的な活動を伴う学習活動

午後は具体的な活動を伴う学習活動

1日の終わりには、明日への期待感を高める活動を設定する

※参考：「発達や学びをつなぐスタートカリキュラム」文部科学省　国立教育政策研究所教育課程研究センター編著p.20

1日の流れ

主体的な学習

教科学習

午後の活動

・子どもが自分で見てできるための視覚

支援 

・子どものペースに合わせた時間配分 

・子どもが自分で気持ちを切り替えられ

るような構造化された教室 

・子どもが気持ちを出したり、受け止め

てもらえたりするような大人の関わり 

 

④ 一次的支援の手立てを以下にまとめま

した。 

 

１つのことにじっくり取り

組む。 

不安が大きいけれど、様

子がわかると取り組め

る。 

色々なことが気になって、

ちょこちょこ色々試してみ

る。 

スタートダッシュするよ。

全力投球！ 

他のことに気づいていな

いかも・・・。 

今日は見てるけど、明日

はやってみようと思って

いるかも・・・。 

次は１つのことをじっくり

やりたいと思っているか

も・・・。 

がんばりすぎて息切れし

ちゃうかも・・・。周りが見

えていないかも・・・。 

① いろいろなタイプの子どもがいます。下のタイプ以外にも様々です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）安心して自己を発揮できる環境 

① 見通しをもって生活できるようにする 

ａ 1 日の時間の流れ   ｂ 朝の支度の手順       ｃ 当番などの役割表示 

② 生活上のきまり等を視覚的に理解できるようにする 

ａ 引き出しの中の整理整頓   

 

 

 

 

 

ｂ トイレ前の靴の揃え方 ｃ 目の高さの掲示 

③ 自分で選択して活動できるようにする 

ａ 教室内の遊びコーナーの設置  ｂ 遊んでよい場所の掲示 ｃ クールダウンの場を用意 

どの子もがんばりたいと思っています。その手助けになる用意をしましょう。不安な子や周りの様

子に気づいてない子には、声をかけ、一緒に見ながら確認すると、安心につながります。 

４月スタートは、子どもも大人も、自分で気づ

かずにがんばりすぎていることもあります。予

定をしていたけど、「みんなが、がんばっている

から、ご褒美の休憩！」と言って、意図的に休

憩時間を作ることがあってもよいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 主体的に学びに向かうことができる環境 

① 学習形態を工夫し、協働的に学べるようにする 

ａ 机を寄せ合い、隣の友達と相談 ｂ グループで集まり活動 ｃ 床を使って、興味関心が同じ友達

と試行錯誤 

② 学習に集中できるようにする 

ａ すっきり整理された教室全面   

 

 

 

 

 

 

ｂ 子どもが活用しやすい黒板前 ｃ 視覚に訴える板書の工夫 

③ 学習のきっかけが生まれるようにする 

ａ 学習に活用できる資料の常設                ｂ 学びの足跡の掲示  

          

支援員さんに聞いてみよう！！ 

支援員さんは、担任が気づかない子どもの様子にたくさん気づいています。 

どんなタイプの学びをしているのか、どんなことに困っているのか、情報交換する時間を設けて

みましょう。 

子ども達は、「新しくすること」には興味津々です。 

やり方を伝える時には、担任と支援員さんとでロールプレイのようにやってみたり、パペットで失

敗して見せ、困ったときにはどうすればよいかをやってみせるなど、「これならできそう！」と事前

にイメージを持たせます。 

「いつまでやっていいのか」「終わったら何をするのか」を具体的に黒板に示しておきます。 

どのタイプの子どもも！！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）安心を生み、成長・自立を支える人的な環境 

① 教職員 

ａ 児童と一緒に活動を楽しむ   

ｂ 児童の様子を温かく見守る  

ｃ 児童の目線で話を聞く 

ｄ 笑顔で児童を迎える  

ｅ 全教職員が 1 年生に関わる 

② 他学年の児童 

ａ 上級生と集団登校                

ｂ 6 年生と遊ぶ         ｃ 2 年生にダンスを教えてもらう 

 

 

 

ｄ 縦割り班顔合わせ→縦割り班遊び 

③ 家庭や地域の人々 

ａ 地域見守り隊   

ｂ 駐在所と一緒に防犯教室、交通安全教室 

ｃ ストーリーテリングや読み語り  

ｄ 家庭や地域との連携を図るための情報発信 

学校探検で栄養教諭に質問をする児童 校長先生にサインをもらう児童 

子どもに合わせる！ 

「その子の意欲が高まるように、その子の不安が少なくなるように、その子に合わせる」 

この視点を忘れずにいたいですね。 

上級生との関わりが安心感や

あこがれにつながるといいです

ね。 

児童会担当や、他の学年の担任

とも情報交換すると、新たな発見

があるかもしれません。 

【大事な姿勢】 

○共に考える ○励ます 

○共に喜ぶ ○成長を期待して見守る 

上学年の立場に立って、

「1年生のために」「学校

のために」「役に立ちた

い」という気持ちを実現で

きる場にできるよう、担任

間で具体的な場や方法な

ど打ち合わせるといいで

すね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各担任が新年度に大事にしていること 

① 負荷をかけすぎない。 

② 小さなことでも全員が「できた」を体感する。 

③ 小さなトラブルでも全員で確認し、全員の学びにする。 

「次から、どうすればよいか」を子ども達と一緒に考える。 

④「今日も楽しかった」と家に帰って話題になるような学級づく

り。 

（４）1 日の学校生活の実際 

時刻 学校全体の動き １年生の動き

8:10 朝の活動 自分の席で過ごす

8:25 朝の会 朝の準備

8:35 １時間目 朝の会

9:30 ２時間目 教科学習

10:15 業間休み

生活科を核にした主体的な学習

10:35 3時間目

11:30 ４時間目 給食の準備

12:15 給食準備 給食

給食

12:50 昼休み 片付け

歯磨き

13:25 掃除 教室の掃除

帰る準備

13:50 5時間目

１日の振り返り

14:35 帰りの会 明日への期待感を高める活動

14:45 下校

入学式の翌日に１日の準備の仕方と、終わったら、何をし

て待つかを教えます。できたことをたくさんほめて、やる気

につなげましょう。 

朝の会で、「担任がわざと間違える」など子どもの興味を

引くようにしながら、準備の仕方が合っていたかどうかの

確認をします。 

国語や算数は、パターン化して同じ流

れでします。 

教えたことは毎日繰り返すことで、「や

ることがわかる！」となり、「挑戦でき

る！」という意欲を高めます。 

その日の子どもの様子に合わせて、時

間を調整します。 

「できるようになったこと」を全員で

喜び合う。明日の予定を伝える。 

「保育所との違い」をプラスにとらえさせる言葉がけ、「保

育所と同じ」をやる気につなげる言葉がけを意識しましょ

う。 

毎日少しずつ使い方を教える場所を増やします。「今日はど

こかな？」という子どものわくわく感を引き出しましょう。休

み時間に行ってもよい場所も少しずつ増やしていきましょ

う。 

〈掃除について〉 

【１週目】給食の片づけや歯磨き、帰る

準備など、自分でできるようになる時間

にする。 

【２週目】「おそうじのプロになろう」の時

間 

【３週目】縦割り班掃除にデビューする。 

隙間時間絵本の読み聞かせ 

 午後は、ゆとりの時間。一人一人疲労

度が違います。１つ１つにかかる時間も

違います。せかさず、自分のペースでで

きるよう視覚支援を充実させます。 

いろんなタイプの子がいて当たり

前。あせらず長い目で！！今日は先生

と一緒にやってても、自信をもって、

１人でできる日がきます♪ 

今日１日、子ども達全員に声をかけられたでしょうか。一人一人を具体的に褒めることができたでしょうか。明日も、で

きたことに喜び、驚き、褒めて褒めて褒めましょう！！ 

 

 

 

【ねらい】「自分の気持ちに気づく」「自分の気持ちを出す」ことの良さに気づく。 

 

  

 

 

 学習の内容 指導上の留意点 

導

入 

（１）アイスブレーキング  

〇どっちが好きゲーム 

・海と山などどちらが好きかを答える活動をす

る。  

・楽しい雰囲気で行う。 

・善し悪しではなく、伝えられる、声に出せることがい

いということを体験的に実感させる。 

・大きな声が苦手な児童がいる場合は、みんなから離れ

たところで、参加してもよいことを伝える。 

展
開 

（２）絵本「カラーモンスター」(永岡書店)の

読み聞かせ 

絵本の読み聞かせを聞き、気持ちにはいくつ

か種類があることを知る。 

〇絵本を読む目的を知らせる。 

〇「カラーモンスター」の読み聞かせ 

〇色から想起される気持ちを問う。 

〇自分の気持ちを色で表せることを伝える。 

 

・「カラーモンスター」に出てくる５つの気持ちと色 

 嬉しい＝黄色 

 悲しい＝青色 

 怒り＝赤 

 不安＝黒 

 穏やか＝緑 

・絵本が見やすい場所に座るように伝える。 

・絵本の場面をコピーした物を掲示し、想起しやすくす

る。 

・色を塗りたくない場合は、無理強いせず、友だちの活

動を見ておくよう促す。 

・絵本の色にはない気持ちの場合は、気持ちにぴったり

な色を塗るように伝える。 

 

ま
と
め 

（３）振り返り・まとめ 

〇毎朝の健康観察のように、自分の気持ちの健

康観察をしてほしいことを伝える。気持ちを色

で表す方法を伝える 

・集中が途切れて、動き出す児童がいたら、もう少しで

終わることや、動いても大丈夫だから、聞いてほしいこ

とを伝える。 

 

【
毎
朝
の
心
の
健
康
観
察
】 

 

○「今の気持ちは何色？」と題して、ワークシ

ートに今の気持ちに合う色を塗る活動を行う。 

○担任との共通理解 

【ねらい】児童にとって、気持ちを表現すると、

いいなと感じられるようにする。自由に気持ち

を出していいのだと感じられるようにする。 

【NG 対応】無理強いをする。表した感情を否

定する。無視する。 

 

 

（５）カラーモンスターで気持ちを表そう（4 月 1 週目で実施） 

色覚障がいの児童がいる場合は、

色で尋ねるのではなく、各感情の

モンスターにネーミングして尋

ねていくとよい。 

うれしい 

かなしい いかり 

ふあん おだやか 

しあわせ 

色と表情と言葉を

マッチングさせた

カードにする。 

実態に応じて、掲示したり、

箱に入れるようにする。対

応の仕方は次のページ。 

 

 

 

 子どもの困り感ばかりに目がいってしまわないように、ハビットトラッカー（習慣化のためのチェックリスト）

を作成しました。これは、子どもをよくするためではなく、教師自身が変わるためのツールです。 

 

 

 

 

 

 １人１人の強みを見つけて、子どもや保護者、教職員、地域の人に伝えられるといいですよね。その子の自身

にもなるのはもちろん、子どもを支える大人のまなざしや関わりもかわってくると思います。 

【使い方】 

 １日の終わりに、数分間、子ども 1 人１人との関わ

りを思い出してみましょう。 

 思い出せたら、トラッカーに○をします。思い出せ

ない場合は、努力はしたので、／を記入します。／が

多い子どもは自分が普段あまり関わっていない子ども

かも知れません。意識的に関わっていくことができま

す。 

もし、具体的なエピソードを書く余裕があれば、日

付とエピソードを記入しておきます。例に挙げている

ような姿があった場合は、その欄に日付や短い単語を

記しておくとよいですよ。 

 

【続けるためのポイント】 

 １人１枚を１年間通して使います。 

 年間を見通して、４月に全員分印刷し、ファイルにしておくのがおすすめです。 

 毎日振り返る時間をスマホなどのリマインド機能で設定しておくと忘れずにできます。 

 最初はしんどいですが、やっていくうちに慣れてきます。 

 

【続けるメリット】 

 教育相談で、子どもに伝えられる！ 

 個人懇談で、保護者に伝えられる！ 

 地域の方との打合せで伝えられる！ 

 所見や要録に使える！ 

 そして何より、自分自身の子どもを見る眼差しが変わります！ 

 そして、子どもへの声のかけ方が変わります！ 

  

【輪を広げてみましょう】 

 １年生以外の学年でも使えます。 

 他の先生達と一緒に励まし合いながら取り組むのもいいですね。 

（６）子どもの強みを見つけよう～温かい関わりができる教師を目指すハビットトラッカー～  

 

 

「１年生サポートナビ」のまとめ計画３ 「１年生サポートナビ」

（イントロダクション）
～子どもを知ろう～環境を整えるためのポイント～

（１）安心して自己を発揮できる環境
（２）主体的に学びに向かうことができる環境
（３）安心を生み、成長・自立を支える人的な環境
（４）子どもの立場に立った1日の流れ
（５）カラーモンスターで気持ちを表そう
（６）子どもの強みを見つけよう



33

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生サポートナビ 

～子ども達のために環境を整えよう～ 

「子どもの立場に立った」環境づくりや大人の関わりで、１年生が安心して過ごせ

るように、みんなでサポートしませんか。 

1 年生にとって安心感につながれば、全児童・全職員の安心感につながるのではな

いかでしょうか。 

学級全体に行う支援を一次的支援と言います。『子どもの立場に立った』一次的支援

を充実させることで、特別な支援を必要とする子どもも、どの子どもも安心できる学

級づくりを目指しましょう。 

1年生に関わる
大人全員が
わかる場

対話を重ねる
きっかけ

子ども達が安心して学校
生活を送ることができる。

活用・改善

「１年生サポートナビ」のまとめ計画３ 「１年生サポートナビ」



今後に向けて
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５ 今後に向けて 35先進校からの学び

横浜市立大岡小学校
気になる児童が夢中になるかどうか。その子を中心に生活科や総合的な学習の時間の材
を決める。

雲南市立斐伊小学校
(幼小連携を進める中で、)子ども達の急激で大きな、目に見える変化は難しい。
だけれども、教師の子どもへの見方、まなざしは変わったのを感じる。

雲南市立斐伊こども園
特に何かをしなければということは考えてない。
子ども達が小学校へ入学するのが楽しみと思えるような生活を送ることができるようにする。
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５ 今後に向けて

・どんな感情でも受け止めてもらえると
子どもが感じるような関わり
・子ども達１人１人を思い浮かべ、全ての
児童が「わかる」「できそう」「楽しそう」と
思えるような環境づくり

子どもの立場に立った大人の関わりと環境づくりが、一
次的支援の充実につながる

・校内の体制づくり
・学年が変わるときにもあてはまる
・「１年生サポートナビ」をもとにお互い
の実践を振り返ることで、子ども達が
安心感をもって生活できる学校になっ
ていくのではないか
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接続に向けて、大人のつながりをつくる

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生サポートナビ 

～子ども達のために環境を整えよう～ 

「子どもの立場に立った」環境づくりや大人の関わりで、１年生が安心して過ごせ

るように、みんなでサポートしませんか。 

1 年生にとって安心感につながれば、全児童・全職員の安心感につながるのではな

いかでしょうか。 

学級全体に行う支援を一次的支援と言います。『子どもの立場に立った』一次的支援

を充実させることで、特別な支援を必要とする子どもも、どの子どもも安心できる学

級づくりを目指しましょう。 

おわりに



ご清聴ありがとうございました。
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